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（住民基本台帳）

広
報

く
ま

の
は

１
部

23円
で

印
刷

し
て

い
ま

す
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http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,139人	 （－236）
　　男：11,681人	 （－112）
　　女：12,458人	 （－124）
世帯数：10,572世帯	 （ －25）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
第
四
小
学
校　

５
年

三
原　

彩
花
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。

作
品
名
「
た
の
し
か
っ
た
こ
と

を
つ
た
え
よ
う
」

【
評
】
入
学
し
て
一
年
。
楽
し

い
行
事
を
た
く
さ
ん
経
験
し

ま
し
た
。
た
て
わ
り
班
活
動

で
あ
る
「
や
き
い
も
の
会
」

を
、
次
の
一
年
生
に
も
伝
え

た
く
て
描
き
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。

▲

　

熊
野
第
四
小
学
校　

３
年　

面
迫　

一
華　

さ
ん

▲

　

熊
野
第
四
小
学
校　

１
年　

山
本　

朱
希　

さ
ん

【
評
】
３
年
生
に
な
っ
て
、
学

年
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
た

毛
筆
書
写
。
本
作
品
「
小
」

は
、
文
字
の
中
心
、
左
は
ら

い
、
点
の
打
ち
方
な
ど
、
全

体
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
ま

と
め
ら
れ
た
作
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
第
13
回
た
け
は
ら
町
並
み
雛
め
ぐ
り
】

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
竹
原
町
並

み
保
存
地
区
の
様
々
な
施
設
に

竹
原
市
の
旧
家
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
以
降
の
お
雛
さ
ま
約
100

組
を
展
示
し
ま
す
。
時
代
に

よ
っ
て
装
飾
や
顔
つ
き
、
大
き

さ
が
違
う
の
で
、
見
比
べ
な
が

ら
回
る
と
いっ
た
楽
し
み
方
が

で
き
ま
す
。
期
間
中
は
ラ
イ
ブ

イ
ベン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

～
３
月
24
日
㈰

竹
原
町
並
み
保
存
地
区
一帯

無
料（
一部
有
料
）

（
一
社
）竹
原
市
観
光
協
会

０
８
４
６
‐
22
‐
４
３
３
１

　

２
月
頃
、
葉
が
出
て
き
ま
す
。

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
に
花
が

咲
き
、
４
月
後
半
に
は
果
実
が

で
き
て
い
ま
す
。
５
月
、
地
上

部
は
枯
れ
、
来
春
ま
で
の
長
い

休
眠
に
入
り
ま
す
。

　

春
の
短
い
間
し
か
見
ら
れ
な

い
の
で
、
英
語
で
ス
プ
リ
ン
グ

・
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
（
春
の
儚
い

命
）
と
呼
ば
れ
る
植
物
の
一
つ

で
す
。
落
葉
広
葉
樹
林
の
林
床

に
生
え
る
植
物
で
、
木
々
の
葉

が
茂
る
前
の
林
床
に
光
が
届
く

間
に
光
合
成
を
し
、
鱗
茎
な
ど

に
養
分
を
蓄
え
る
の
で
す
。

　

氷
期
に
は
、
熊
野
町
も
落
葉

広
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
温
暖
化
に
よ
る

森
林
の
変
化
や
耕
作
な
ど
の
人

（354）
アマナ

（ユリ科）

間
の
営
み
を
経
て
、

田
畑
の
畦
や
土
手
な

ど
に
生
き
残
っ
て
い

る
貴
重
な
植
物
で
す
。

　

花
は
日
が
照
っ
て

い
る
時
だ
け
開
き
ま

す
。
花
被
片
は
６
枚
、

長
さ
は
２
～
３
cm
。

白
色
で
外
側
に
暗
紫

色
の
筋
が
あ
り
ま
す
。

　

地
中
の
鱗
茎
が
大
き
く
な
る

と
１
本
の
茎
が
伸
び
、
先
端
に

１
個
花
を
つ
け
ま
す
。
葉
は
２

枚
、
茎
の
下
部
か
ら
出
ま
す
。

白
緑
色
で
軟
ら
か
く
無
毛
で
す
。

　

鱗
茎
は
甘
く
食
用
に
な
る
の

で
甘
菜
の
名
が
付
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
試
食
し
て
み

る
と
、
葉
の
方
が
食
べ
や
す
く

美
味
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

福
島
県
以
南
に
分
布
し
ま
す
。

　

ユ
リ
科
ア
マ
ナ
属
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
近
縁
で
、
ア
マ
ナ
と

ヒ
ロ
ハ
ア
マ
ナ
の
２
種
。
ヒ
ロ

ハ
ア
マ
ナ
は
葉
の
幅
が
広
く
、

中
央
に
広
い
白
線
が
目
立
ち
ま

す
。
町
内
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子

熊
野
町
観
光
大
使
ふ
で
り
ん
　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

LI
N
E

fa
ce
bo
ok

（地域振興課）


